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Ⅰ 学校の概要 

１  基本理念 
 
 
 

「花と緑の空間づくりによる健康でこころ豊かな生活の創造」 
 

                  

     令和４年４月１日改正 
 
    「花と緑に関する専門的かつ総合的な知識及び技術を有する人材を 

育成することにより、花と緑の産業の発展及び文化の振興を促進 

し、健康でこころ豊かな生活を創造する」 

 

 

 

２  基本方針 
 

「岐阜県の花と緑の産業に寄与する学校」 

① 花と緑の実践技術を修得した実務者を育成する学校 

② 花と緑の産業と連携した実践重視の学校 
 

 

 

３  教育目標 
 

花と緑に関する高度な知識と技術を持ち、産業を現場で支える 

担い手として活躍する実務者（マイスター）の育成 
 

 

 

 ４ 新たな視点 
    

  「国際園芸アカデミー有識者会議報告書」に基づく「国際園芸アカデミー教育環境整備に関す

る基本構想」が令和４年１月に策定され、ぎふワールド・ローズガーデンを教育フィールドと

して活用するため、座学や販売・展示が行える施設の整備等、教育環境の充実を図るための方

針が示された。 

   令和６年度の供用開始に向けて、令和４年度は基本設計・実施設計が行われる。 

    

 

 

 

 

 



2 

 

Ⅱ 評価項目の達成及び取組状況 

 

   評価項目については、令和２年度文部科学省委託事業「職業実践専門課程の充実に向けた自

己点検・評価システムの検証と質保証・向上のための取り組み」（一般社団法人全国専門学校

教育研究会）で示された自己点検・評価モデルに基づいた見直しを行い、評価を実施した。 

 
 

１ 教育理念・目標                       総合評価値 ３．７ 

「岐阜県国際園芸アカデミー条例」（以下「条例」という。）及び「国際園芸アカデミー学則」

(以下、「学則」という。）に基づき、基本理念を「花と緑に関する専門的かつ総合的な知識及び

技術を有する人材を育成することにより、花と緑の産業の発展及び文化の振興を促進し、健康で

こころ豊かな生活を創造する」と定めている。 

また、生涯学び続け、主体的に考える力を持ち、未来を切り拓いていく人材を育成するため、

卒業認定に関する方針（ＤＰ）、教育課程の編成・実施に関する方針（ＣＰ）、入学者の受入れに

関する方針（ＡＰ）の３つの方針を定めている。 

専門分野については、「国際園芸アカデミー学則」で「花き生産コース、花き装飾コース及び

造園緑化コースを置く」と明示し、これら３つの専攻コースにおいて、より専門性を高めるとと

もに、実務や技術に裏付けられた知識・技能を習得するため、フィールド学習の比率を座学１に

対して６と高めに設定し、実践重視型のカリキュラムにしている。また、職場体験実習を２年間

で 330時間設け、職業人として卒業後速やかに対応できるカリキュラムとしている。 

カリキュラムの内容については、花と緑の園芸業界及び学識経験者を委員とする「国際園芸ア

カデミー教育課程編成委員会」において、本学の教育目標、人材育成像の方向性が、業界ニーズ

の求めるものと一致していることを確認した。 

教育理念・目標等はガイドブックや学校案内パンフレット、ホームページ等で公表し、広く周

知している。 

＜関連資料：資料１、資料２、資料３、資料４＞  

  

２ 学校運営                           総合評価値 ３．７ 

本学の基本理念、基本方針、教育目標に沿い、「岐阜県立国際園芸アカデミー運営計画」（令和

２年度～令和６年度）において、５つの運営方針を定めている。これら５つの運営方針のもと、

設定した１４８の全施策に責任者を充て、取組状況を定期的に確認し、目標達成に取り組んでい

る。 

運営組織としては、各種会議等（学校運営会議、全体会議、教職員会議、教員会議、人事委員

会、ハラスメント等防止委員会、入学試験委員会、教務委員会、総務委員会等）を設置し、それ

ぞれの規程に沿って会議等を定期的に開催している。 

教員の採用については、専任教員、非常勤講師ともにそれぞれ定められた教員選考基準に基づ

いており、評価については、人事評価制度により年２回の業績評価及び年１回の能力評価を実施

している。また授業については、全学生を対象に科目別に授業評価アンケートを行い、評価を実

施しており、非常勤講師の行う授業についても同様にアンケートも行い、評価を行っている。 
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関連分野における先端的な知識・技能等を習得するため、すべての教員が自ら企画して企業研

修を計画・実施した。一方、指導力育成等資質向上のための取組みについては、コロナ禍の影響

により研修が中止となり、受講の機会が失われた。研修等の効果の評価については、企業研修報

告会で互いの実績を検証し合い、実績書として記録した。 

＜関連資料：資料１､資料２､資料３､資料４､資料５､資料６､資料７､資料８､資料９､資料１０､資料２４＞  

 

３ 教育活動                           総合評価値 ３．６ 

カリキュラム編成にあっては、「教育課程の編成・実施に関する方針（カリキュラム・ポリシ

ー）」に沿って編成するとともに、花と緑に関わる業界関係者、学識経験者等で組織する教育課

程編成委員会の委員からの意見を取り入れることでより実践的・体系的に編成し直し、シラバス

を作成した。 

また、修学年限２年のうちインターンシップを１年後期に１０日以上（必修）、２年前期に７

日以上（選択）、２年後期に１５日以上（必修）の最大３回設けており、実践的な職業教育に取

り組んでいる。 

成績評価、単位認定、進級、卒業判定については、「岐阜県立国際園芸アカデミー学則」で規

定するほか、「国際園芸アカデミー成績評価規程」、「国際園芸アカデミー履修規程」において

詳細を規定しており、学生に対して、ガイドブック及びシラバスでその方法を周知した。 

学生による授業評価アンケートでは、評価結果を分析したうえで改善方策を教職員で共有し、

学生へフィードバックするとともに、「不満足」「やや不満足」と回答のあった科目については

改善方法を検討し、授業に臨んだ。 

カリキュラムに位置付けて実施する資格取得支援については、教員と実務経験を有する非常勤

講師の複数人体制で指導を行うとともに、ものづくりマイスター制度を活用した実践的な実技指

導と併せて、技術力向上を支援している。 

キャリア教育については、学生の社会的・職業的自立に向け、学生の勤労観や職業観の涵養や

労働、租税などの法律基礎知識を学ぶ授業「キャリアデザインI、Ⅱ」を開講するとともに、業

界で活躍する本学卒業生と意見交換を行う「花と緑の意見交換会」を実施した。また高校生等を

対象に本学教員が授業を行う「花と緑の連携授業」を８回開催し、高等学校等と連携し、キャリ

ア教育・職業教育の取組を行っている。 

＜関連資料：資料１、資料２、資料３、資料４、資料１３、資料１６、資料２４、資料２５＞ 

 

４ 学修成果・教育成果                      総合評価値 ３．３  

  学修成果としては、シラバスで科目別に到達目標と評価項目を明示し、「国際園芸アカデミー

履修規程」、「国際園芸アカデミー成績評価規程」の基準に基づいて成績評価を行っている。さ

らにグレート・ポイント・アベレージ（GPA)制度により、学生の学修成果を総合的に評価してい

る。 

就職については、インターンシップ、オンライン企業説明会の開催等を通じて学生と企業が接

する機会を設けるとともに、教員が企業側と密に連携し、マッチングの調整を行った。令和３年

度卒業生15名のうち、就職が確定したのは14名であった。 

資格の取得については、資格取得のための授業「３級フラワー装飾技能検定対策実習」「２級

フラワー装飾技能検定対策実習」「３級造園技能検定対策実習」「２級造園技能検定対策実習」
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「造園工学・施工論」において教員と非常勤講師の複数人体制で指導し、資格の取得率向上に努

めた。 

また、技能検定においての技術の高さを称えられ、マイスター科１年の学生が岐阜県職業能力

開発協会から表彰を受けた。さらに第48回全国造園デザインコンクールにおいて、マイスター科

造園緑化コース２年及びマイスター科造園緑化コース１年が入賞し、表彰された。 

＜関連資料：資料１１、資料１２、資料１３、資料２２＞ 

 

５ 学生支援                           総合評価値 ３．２  

学生に対する経済的な支援体制として、独自の奨学金制度、日本学生支援機構が運用する奨学

金、授業料等の免除、「岐阜県立国際園芸アカデミー学生支援金給付規程」に基づく学生支援金

制度を整備している。これに加え、令和 2年度から「大学等における修学の支援に関する法律」

に規定する授業料等減免制度を整備している。 

就職等進路については「国際園芸アカデミー無料職業紹介事業業務運営規程」に基づき、本学

に届く求人票を学内に掲示するなど職業紹介等に関する情報を適正に提供している。また、本学

に求人票を提出している企業や、連携協定締結企業に参加いただくオンライン企業説明会を開催

し、企業・業界研究の場の提供や、各業界で活躍している卒業生と対話形式でつながる機会をつ

くるなど、就職に向けた支援を行った。さらには、各専攻コースの教員をはじめ、学長を含む教

職員が学生の個別の相談に応じており、学校全体で支援している。 

退学者低減を目指し、平成 29年度以降、スクールカウンセラーによる学生相談を行っており、

月１回カウンセリングの日を設け、学生の様々な悩みや相談に応じてきた。また、「国際園芸ア

カデミー ハラスメント等の防止に関する規程」において、不適切な行為の発生防止やハラスメ

ント等に起因する問題が生じた場合の対応について定めており、支援体制を整備している。 

保護者に対しては年２回成績を送付するとともに、希望者に対して個別面談、学校行事（イン

ターンシップ報告会、海外（国内）研修報告会、成果発表会など）案内をしている。また、遠方

の保護者が参加できるようオンライン同時配信も行っている。各種行事ではアンケートを実施し、

意見をいただくなどニーズの把握に努めている。 

卒業生に対しては本学ＨＰに卒業生相談窓口を設置し、教職員が相談を受ける体制を整備した。 

また、卒業生等の学び直しを支援するため、科目等履修生や研究生制度設けるとともに、生涯学

習においても実務者向けの講座を拡充し、学びの機会を創出した。 

  ＜関連資料：資料１４、資料１５、資料１６、資料１９、資料２６、資料２７＞ 

 

６ 教育環境                           総合評価値 ３．５  

研修室３室、実習室２室、ゼミ室３室、温室８棟、学内の実習フィールドがあり、１学年２０

人の学生が学ぶのに十分な室数と面積を確保している。ゼミ室等に設置されたネットワークパソ

コンに加え、令和３年度は遠隔授業等やスマート農業に対応するためのWi-Fi環境、タブレット

端末（学生各１台）、撮影機材、温室内の環境センサーを整備した。 

学外実習については、ぎふワールド・ローズガーデン内に整備した本学専用の実習フィールド

を活用している。また、インターンシップは、受入れ先となる企業等に実習の趣旨を理解してい

ただいたうえで実施し、海外視察研修については旅行業者と引率する教職員が綿密な打合せを行

い、学生に対する事前ガイダンスにより、教育効果を高めるよう努めている。但し、令和３年度
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はコロナ禍の状況に鑑み、国内研修に振り替えて実施した。 

防災については、県組織の出先機関として「県災害対策本部可茂支部防災計画」に従い「国際

園芸アカデミー消防計画」等を整備し、適切に運用しており、「消防訓練」及び「建物、設備の

法定点検」をそれぞれ年１回実施している。 

  ＜関連資料：資料１７、資料１８、資料２３＞ 

 

７ 学生の受入れ募集                       総合評価値 ３．７  

本学の基本理念に基づく充実した教育活動を展開することにより、生涯学び続け、主体的に考

える力を持ち、未来を切り拓いていく人材を育成するため、入学者受け入れ方針（アドミッショ

ン・ポリシー）を策定しており、学校案内やＨＰ等に掲載している。 

学生募集活動については、コロナ禍において感染拡大防止に最大限の配慮をしたうえで高等学

校への訪問活動や高校や教育関連業者が主催する進路ガイダンスに参加し、本学の教育理念や教

育目標、教育内容等説明している。 

学校見学会、オープンキャンパスについても、感染拡大防止に努めながら、できる限り対面で

実施するとともに、コロナの影響で訪問できない学生に向けて、学校概要及びカリキュラム紹介、

入試情報などを動画で配信している。その結果令和４年度入学予定者数は、定員 20名に対し 23

名を確保した。 

学校案内及び学生募集要項において、入試種別（推薦入試、一般入試）や募集人員、試験科目、

受験資格等に関することを掲載しており、選抜方法等について、学校見学会及びオープンキャン

パス等で正確に情報を提供している。入学選考においては、面接及び小論文等を通じ、入学者受

け入れ方針（アドミッション・ポリシー）に基づき、本学にふさわしい人物を公正かつ適切に選

抜している。 

授業料及び入学金は、他の県立の専修学校等と同等のレベルに「条例」で定められている。ま

た、実習経費等に充当させる目的で学生から徴収する徴収金について、「国際園芸アカデミー学

校徴収金事務取扱要領」に定めて、必要最低限の実費を徴収し、適正に運用している。授業料及

び入学金の他、教材費及び実習経費等については、学校案内及び学生募集要項に掲載している。 

  ＜関連資料：資料４、資料１９、資料２０、資料２１＞ 

 

８ 教育の内部質保証システム                    総合評価値 ３．５  

「学校教育法」及び「専修学校設置基準」に基づき、組織編制、教育課程、教員、施設及び設備

の基準を遵守している。また、「地方公務員法」、「岐阜県職員倫理規程・同運用要領及び同懲

戒指針」により、教職員は法令遵守を徹底するとともに、「岐阜県職員倫理憲章 国際園芸アカ

デミー実行計画」を策定し、コンプライアンスの体制を整備している。 

個人情報保護については、「金庫」及び「施錠の出来る書架」への保管及びセキュリティ機能

のある磁気記録媒体を使用するとともに、個人情報ファイルにパスワードを設定するなどの対策

を実施している。また、岐阜県が実施する「情報セキュリティチェック(自己点検）」を、教職

員全員が隔月実施するなど意識づけをしている。 

学校評価については、「岐阜県立国際園芸アカデミー学校評価制度実施規程」に基づき、花と

緑の園芸業界、農業高校関係者、卒業生、保護者を委員とする学校関係者評価委員会を令和３年

５月３１日に開催し、令和２年度を対象にした「令和２年度自己評価報告書」の内容について協
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議した。各委員から出された意見に対し学内で協議し対応方針としてまとめ、令和３年７月に公

表するとともに、改善すべき点は速やかに改善した。また、令和３年度の自己点検・評価を実施

し、令和４年３月に「令和３年度自己評価報告書」としてまとめ、公表した。 

 

９ 財務                              総合評価値 ４．０  

教育活動を遂行するため、岐阜県財政において運営費が予算化されており、財政基盤は安定し

ている。「『清流の国ぎふ』創生総合戦略(2019〜2023年度)」５年間の計画に基づき、毎年度の

予算要求を行い、県予算を確保している。また、年間の執行見込みにより、計画的に予算を執行

しており、岐阜県監査委員事務局による定期監査を年１回受け、助言指導を受けている。 

財政情報については岐阜県の情報公開制度に基づき、情報公開請求時には対応できる体制が整

っている。また、県ＨＰの公金支出状況報告により、予算の執行状況を公開している。 

 

１０ 社会貢献・地域貢献                     総合評価値 ３．３ 

花と緑に関心のある方や業界の実務者を対象とした生涯学習講座を年１８回開催した。受講者

アンケートからは、専門的な講座が開講され、開かれた学校であると評価をいただいた。コロナ

禍前までは、直売所による販売や学校祭で本学キャンパスを開放したが、令和３年度も開催を見

送った。 

本学は５つの自治体と３つの企業と連携・協力に関する協定を締結し、自治体に対し、市議会

場の花飾り、自治体行事への参画、市民団体の花壇づくりに係る指導、公園整備への助言、市民

講座への講師派遣等を行ったほか、自治体からは、市担当者を招き、SDGsをテーマに特別講座を

開催した。また、企業とは、企業から寄附を受け学生の学びへの支援に活用したほか、本学から

企業への寄せ植え等花飾りの提供、企業主催の技術研修への参加、企業と本学による共同研究な

どに取り組んだ。 

学生のボランティア活動については、口頭、掲示などで告知し、活動の現場に教員が引率する

など支援した。 

  ＜関連資料：資料８、資料９、資料２６＞ 

 

１１ 国際交流                          総合評価値 ２．５ 

平成３０年度以降留学生の受入れ・派遣の実績はないが、令和２年３月に研修生としてフラン

スのヴェルサイユ国立高等造園学校の学生２名を受け入れ、その後、同校に在籍する日本人研究

員を通じて交流の進め方等について意見交換を行っている。また、本学の門戸を広げるため、留

学生の受験資格の見直しを行った。 

国際園芸アカデミー国際交流計画（仮称）の策定を開始した。 
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Ⅲ 総合的な評価結果 

項目番号 評価項目 総合評価値 

１ 教育理念・目標 ３．７ 

２ 学校運営 ３．７ 

３ 教育活動 ３．６ 

４ 学修成果・教育成果 ３．３ 

５ 学生支援 ３．２ 

６ 教育環境 ３．５ 

７ 学生の受入れ募集 ３．７ 

８ 教育の内部質保証システム ３．５ 

９ 財務 ４．０ 

10 社会貢献・地域貢献 ３．３ 

11 国際交流 ２．５ 

 ＜評価値＞ ４：適切    ３：ほぼ適切    ２：やや不適切    １：不適切 

 

 

総合評価値が３．５を超える「１ 教育理念・目標」、「２ 学校運営」、「３ 教育活動」、「７ 学

生の受け入れ募集」及び「９ 財務」については「適切」と評価し、引き続き適正かつ円滑な学校

運営を心掛ける。 

総合評価値の３．０～３．５の「４ 学修成果・教育成果」、「５ 学生支援」、「６ 教育環境」、

「８ 教育の内部質保証システム」及び「１０ 社会貢献・地域貢献」については「ほぼ適切」と

評価したが、特に資格等取得率向上に向けての取組や、卒業生や社会人が幅広く学べる開かれた学校

としての自己評価は「適切」の域に達していないことを踏まえ、さらなる学校改革に取り組む。 

総合評価値が３．０未満の「１１ 国際交流」については「やや不適切」と評価し、今後海外の

園芸学校等と学生間の相互交流や連携協定を通じて、海外での認知度を高める取組を進める。 

また、国際園芸アカデミー国際交流計画（仮称）を策定する。 
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各評価項目の評価値 

＜評価値＞  ４：適切   ３：ほぼ適切   ２：やや不適切   １：不適切 

 

評価値：　　４・・・適切、　３・・・ほぼ適切、　２・・・やや不適切、　１・・・不適切

評価値

１　教育理念・目標 3.7

１　理念・目的・育成人材像

1 学校の理念・目的・育成人材像は定められているか(専門分野の特性が明確になっているか) 4

2 学生・保護者に対して教育理念等を明文化し、周知しているか 3

3 教職員に対して教育理念等を明文化し、周知徹底を図っているか 4

4 学外の方に対して教育理念等を明文化し、公表しているか 4

２　教育の特色

5
各学科の教育目標、育成人材像は、学科等に対応する業界のニーズに向けて方向づけられ
ているか（コース終了後に学習者がそのコンピテンスのレベルを必要とする目的や状況が明
確にされているか）

3

6
社会経済のニーズ等を踏まえた学校の将来構想を抱いているか（学校の将来構想を描くため
に、業界の動向やニーズを調査しているか）

4

7 学校における職業教育の特色は明確になっているか 4

２　学校運営 3.7

１　運営方針

8 教育方針や教育目的等に沿った運営方針が策定されているか 4

9 運営方針を教職員に周知しているか。また、必要に応じてその浸透度を確認しているか。 4

２　事業計画

10 運営方針に沿った事業計画を策定し、共有しているか 4

11 学校の年間スケジュールはあるか 4

３ 運営組織

12 学校の運営規程等が整備され、それらに従って学校の運営会議等が開催されているか 4

13 運営組織や意思決定機能は、規則等において明確化されているか、有効に機能しているか 4

14 組織機能図があるか 4

15 運営会議（教職員会議・教員会議等）が定期的に開催されているか 4

16 出退勤管理簿があるか 4

17 教職員の健康診断がされているか 4

18 施設整備の保守・管理が定期的に行われているか 3

４　教職員の評価・育成

19 資格・要件を備えた教員を確保しているか 4

20
現に教員数が充足していない場合、採用活動を行っているか、または、教員資格等取得に向
けた教育・指導を行っているか

4

21 授業評価の実施・評価体制はあるか 4

22 教員の組織体制を整備しているか 4

23 職員の能力開発のための研修等が行われているか 3

24
関連分野における先端的な知識・技能等を習得するための研修や教員の指導力育成等資
質向上のための取組みが行われているか（研修等の効果を評価し、文書により記録している
か）

3

25 教育の成果（学修結果）に基づく教員面接を実施しているか 4

26
専攻分野に係る関連分野の企業・団体等と連携し、実務に関する研修や指導力の修得・向
上のための研修等を教員の実務経験や能力、相当する授業や業務に応じて組織的・計画的
に受講させているか

3

令和３年度　各評価項目の評価値

評価項目



9 

27
教員に対して、割り当てられた職務及び責任、学習サービスの評価結果、本人の専門能力
開発のニーズに対する見解を考慮に入れて、専門能力開発計画を作成しているか（教職員
研修計画の作成）

3

28 教育内容の改善を図るため、教職員と非常勤講師等との定期的な情報交換を行っているか 3

５　人事・給与制度

29 人事に関する制度は整備されているか 4

30 給与に関する制度は整備されているか 4

31 昇給・昇格制度は文書化されているか 4

32 採用制度は文書化されているか 4

６　情報システム

33
情報システム化等による業務の効率化が図られているか（情報システム化に取組み、業務の
効率化を図っているか）

3

３　教育活動 3.6

１　目標の設定

34
教育目的および育成人材像に基づき教育課程の編成・実施方針（カリキュラムポリシー）を明
示化し、また学校構成員（教職員および学生等）に周知し、社会に公表されているか。また定
期的に検証を行っているか

3

35
教育理念、育成人材像や業界ニーズを踏まえた教育機関としての修業年限に対応した教育
到達レベルや学習時間の確保は明確にされているか

4

36
教育目的および育成人材像に基づき、ディプロマポリシーを明示し、また学校構成員（教職
員および学生等）に周知し、社会に公表されているか。また定期的に検証を行っているか

3

２　教育方法・評価等

37 教育理念・到達目標に沿って学科等のカリキュラムは体系的に編成されているか 4

38 講義および実習に関するシラバスは作成されているか 4

39 各科目の一コマの授業について、その授業シラバスが作成されているか 4

40
シラバスあるいは講義要項（作成されていればコマシラバス）などが事前に学生に示され（あ
るいはホームページなどで公開されて）、授業で有効活用されているか

4

41
適切な評価体制を有し、授業評価が実施されているか（教育内容およびその評価方法、評価
項目、手段、スケジュールは適切か）

4

42 質保証を目的とした授業や学習の定期的な観察を実施しているか 4

43
学生によるアンケート等で、適切に授業評価を実施しているか（学習の目的を満たしている
か、満足度を含めて定期的に確認しているか）

4

44 評価結果を教員にフィードバックするなど、その結果を授業改善に役立てているか 4

45
カリキュラム作成のために複数のメンバーによりカリキュラムの作成が行われているか（カリキュ
ラム作成委員会等）

4

46
カリキュラム作成メンバーの中に業界関係者などの外部関係者を入れているかまたはその意
見を取り入れているか

3

47
キャリア教育・実践的な職業教育の視点に立ったカリキュラムや教育方法の工夫・開発などが
実施されているか

3

48
関連分野における実践的な職業教育（産学連携によるインターンシップ、実技・実習等）が体
系的に位置づけられ、その内容、評価法などが事前に決められているか

3

49 専門分野に係る関連分野の企業・団体等と連携し、演習・実習等を行っているか 4

50 企業・施設等での職場実習（インターンシップ含む）があるか 4

３　成績評価・単位認定等

51 成績評価・単位認定、進級・卒業判定の基準は明確になっているか 4

52
学生や保護者に対し、成績評価・単位認定の基準、進級要件、卒業要件はきちんと提示さ
れているか

3

53 各規定に基づいて適切に成績評価・単位認定、進級・卒業判定を行っているか 4

54 専門分野に係る関連分野の企業・団体等と連携し、学生の学修成果の評価を行っているか 3  
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４　資格・免許取得の指導体制

55
資格取得等に関する指導体制、カリキュラムの中での体系的な位置づけはあるか（発行する
終了証明書の種類及び内容）

4

56 資格・免許取得のための指導体制はあるか 3

５　キャリア教育等

57
キャリア教育を行い、学生の社会的・職業的自立に向け必要な基盤となる能力や態度を育成
しキャリア発達を促しているか

3

58 高校等との連携によるキャリア教育・職業教育の取組が行われているか 3

４　学修成果・教育成果 3.3

１　学修成果

59 コース全体を通して、及びコースの修了時に、学習者の習熟状況をアセスメントしているか 3

60
学生の学修成果の評価に際して、育成する人材像に沿った評価項目を定め、明確な基準で
実施されているか（測定する知識、スキル及び能力、測定の基準、アセスメントの方法は明確
か）

3

２　就職率

61 就職率の向上が図られているか（結果を分析し、就職指導・支援の改善を図っているか） 4

62 学生の就職に関する目標に対して教職員に共有されているか 4

63 学生の就職活動に関する記録がなされているか 2

64 対外部に向けた就職実績を公表しているか（パンフレット・ＨＰ等） 4

３　資格・免許の取得率

65
資格取得率の向上が図られているか（目標とする資格試験等への合格率は全国平均と比較
してどうか）

3

66 資格・検定・コンペに関する目標を設定したか 3

67 資格・検定・コンペに関する目標・計画が教職員に共有されているか 3

68 資格・検定・コンペ結果に関して検証・報告がされたか 4

69 資格・検定・コンペの結果（合格者数・合格率）を公表しているか 4

４　社会的評価

70
卒業生・在校生の社会的な活躍及び評価を把握しているか（卒業生の就職後の動向をできる
だけ把握し、卒業後にも就職その他の支援を行っているか）

3

５　学生支援 3.2

１　修学支援

71 学生への修学支援を適切に行っているか 4

２　就職等進路

72
進路・就職に関する支援体制は整備されているか（またそれはきちんと学生や保護者に周知
されているか）

4

３　学生相談

73 学生相談に関する体制は整備されているか（相談窓口が設置されているか） 4

74 学生の面談・相談記録があるか 2

４　学生生活

75 奨学金制度など、学生の経済的側面に対する支援体制は整備されているか 4

76
学生の健康管理を担う組織体制はあるか（学生の健康診断を実施しているか、また健康相談
窓口は整備されているか）

3

77 課外活動に対する支援体制は整備されているか 3

78
学生の生活環境への支援は行われているか（学生のアパート探しなど、住環境への支援体
制はあるか）

3
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５　中途退学への対応

79
退学率の低減が図られているか（受講登録、出欠状況及び学習者の減少に関する分析が行
われているか）

3

80 退学率の目標を設定しているか 4

81 退学率の低減に関する目標・計画が教職員に共有されているか 4

82 退学者数を公表しているか 2

６　保護者との連携

83 保護者と適切に連携しているか（保護者のニーズを把握しているか） 4

84 保護者との計画的な相談会・面談を行っているか 3

７　卒業生・社会人支援

85
卒業生への支援体制を整備しているか（再就職、キャリアアップ等について、相談に乗ってい
るか）

3

86 卒業生への卒後教育等の支援体制はあるか（卒業生への講習・研修を行っているか） 3

87 社会人学生のニーズを踏まえた教育環境が整備されているか 2

６　教育環境 3.5

１　施設・設備等

88
施設・設備は教育上の必要性に十分対応できるよう整備されているか（講義室は学生数、時
間割にあわせ、無理なく配備されているか）

3

89 学生が利用できる参考図書・関連図書は備えられているか 4

90 教育上の必要性に対応した機材・備品を整備しているか 3

91 分煙・禁煙等に関する規定が文書化・掲示されているか 4

92 学内の整理・整頓・清掃に関して定期的に管理・チェックがされているか 4

93 施設・設備の点検、補修・修繕等は定期的にまたは適宜行っているか 3

２　学外実習、インターンシップ等

94
学内外の実習施設、インターンシップ、海外研修等について十分な教育体制を整備している
か

3

95
実技・実習に先立って、職業倫理や情報の取扱いに関する規程・マニュアルや規則が整備さ
れているか

3

３　防災・安全管理

96 防災に対する組織体制を整備し、適切に運用しているか 3

97 防災・防犯設備（非常灯・消火器・警備システム等)が整備・点検されているか 4

98 定期的に防災訓練を実施しているか 4

99 学校における安全管理の整備を行っているか 4

７　学生の受入れ募集 3.7

１　学生募集活動

100 学生募集活動は、適正に行われているか 4

101
入学者受け入れ方針（アドミッション・ポリシー）を策定し、学校構成員（教職員および学生
等）に周知し、社会に公表しているか

4

102 学校案内に育成人材像、特徴、目指す資格・免許等をわかりやすく紹介しているか 4

103 学生の受け入れ方針に基づき、公正かつ適切に学生募集を行っているか 3

104 入学に関する問い合わせ等に適切に対応できる体制ができているか 4

105
学校説明会等による情報提供（育成人材像、評価手段及びその基準、目指す資格・検定・コ
ンペ、学費・教材費等の情報）を行っているか

4

106 入学予定者に対し学習指導・支援等は行われているか 2  
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２　入学選考

107
学校案内等には選抜方法が明示されているか（入学に必要な学力、スキル、資格、職業経
験などの、前提となる要件が明示されているか）

4

108 学生の受け入れ方針に基づき、公正かつ適切に入学者選抜を行っているか 4

３　学納金

109 学納金は妥当なものとなっているか 4

110 学校案内等に、学費、受験料、学習教材の購入費等が明示されているか 4

８　教育の内部質保証システム 3.5

１　関係法令、設置基準等の遵守

111 法令、専修学校設置基準等の遵守と適正な運営がなされているか 4

112 業界や地域社会等に対するコンプライアンス体制が整備されているか 4

113 関係法令に基づく管理運営に関する学校諸規程を整備し適切に運用しているか 4

２　個人情報保護

114 学校が保有する個人情報保護に関する対策を実施しているか 4

115 個人情報保護規程が文書化されているか 4

116 個人情報の取扱いについて、教職員に対し周知し、意識づけができているか 4

３　学校評価

117
学校教育、学校運営について、自己点検・評価を実施し、さらに課題解決に取り組んでいる
か

4

118 自己点検・評価報告書にまとめているか（自己点検・評価報告書があるか） 4

119 自己点検・評価の組織があるか 3

120
学校関係者評価の実施体制を整備し、学校関係者評価を実施し、改善の取組みを行ってい
るか

4

４　改革・改善

121 自己点検・評価の必要性を全教職員に伝える機会を設けたか 4

122 卒業後のキャリア形成への効果を把握し学校の教育活動の改善に活用されているか 3

123 自己点検・評価の結果に基づき改善計画を策定したか 2

124 自己点検・評価の結果に基づき期限を定めて改善計画に基づいた結果の検証がされたか 2

125 学校関係者評価の結果に基づき改善計画を策定したか 2

126 学校関係者評価の結果に基づき期限を定めて改善計画に基づいた結果の検証がされたか 2

５　教育情報の公開

127 教育活動に関する情報公開が適切になされているか 4

128 自己評価結果を公表しているか 4

129 学校関係者評価結果を公表しているか 4

９　財務 4.0

１　財務基盤

130 教育活動を安定して遂行するために必要かつ十分な財政的基盤を確立しているか 4

131 年度予算・中期計画が策定されているか 4

２　予算・収支計画

132 予算・収支計画は有効かつ妥当なものとなっているか 4

133 予算及び計画に基づき適正に執行管理を行っているか 4  
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３　監査

134 財務について会計監査等が適正に行われているか 4

４　財務情報の公開

135 財政情報公開の体制を整備し、適切に公開しているか 4

136 財務情報の公開について、ホームページに公開するなど積極的に取り組んでいるか 4

１０　社会貢献・地域貢献 3.3

１　社会貢献・地域貢献

137 学校の教育資源や施設を活用した社会貢献・地域貢献を行っているか 3

138
地域に対する公開講座・教育訓練（公共職業訓練等を含む）の受託等を積極的に実施して
いるか

4

２　ボランティア活動

139 学生のボランティア活動を奨励し、具体的な活動支援を行っているか 3

140 地域の企業、業界団体、自治体等と連携した事業等（分野により研究・開発）を行っているか 3

１１　国際交流 2.5

１　留学生の受入れ・海外への留学

141 留学生の受け入れ･派遣について戦略を持って行っているか 3

142 留学生の受け入れ・派遣、在籍管理等において適切な手続等がとられているか －

143 留学生の学習・生活指導等について学内で適切な体制が整備されているか －

144 学習成果が国内外で評価される取組を行っているか 2  

＜評価値＞  ４：適切   ３：ほぼ適切   ２：やや不適切   １：不適切 


